
けんぽくフィルムズ第二弾「じいちゃんと夏」主人公の同級生役募集
常陸大宮市にてジャパンワールド映画祭を開催して3年目。実行委員長のINORIです。 
茨城県北を中心に近隣地域の方々と映画づくりを学ぶワークを6月に4回開催。参加者のシナリオを原案に市民のみなさんと、プロの俳優＆スタッフ
とで、常陸大宮市・常陸太田市・大子町でロケをし、映画制作をします。ふるさとを題材にした家族の作品「じいちゃんと夏」 
昨年制作した映画「ブルーベリージャムを作って」は世界12ヶ所の映画祭で受賞＆入賞。 
地域住民の方々といっしょに地域の魅力を映画で発信するプロジェクトです。

「多額の費用をかけた代理店が絡んだ地域創生のPR映画ではなく、
市民が見て感じる世界を市民の手で映画化する事こそが大切であり
本質と向き合う事、それを無くしてのPRは考えられない」

けんぽくフィルムズ第一弾「ブルーベリージャムを作って」 
カンヌワールド映画祭（フランス）　外国語部門グランプリ受賞 
ドリームズキャッチャー国際映画祭（インド）　短編部門グランプリ受賞 
クリムゾンホライゾン映画祭（インド）　フェノミナルアテメントアワード受賞 
鳴鳳堂国際青年映像祭（日本）　アウトスタンディングフィルム受賞 
TOKYO LIFT-OFF映画祭（日本・世界10都市）　入選 
ショートショートフィルムフェスティバル＆アジア（日本）アカデミー賞公認　入選 
ビックアップル映画祭（アメリカ）　入選 
バーバンク国際映画祭（アメリカ）　入選 
Garofano Rosso FIlm Festival（イタリア）　入選 
ロードアイランド国際映画祭（アメリカ）アカデミー賞公認　入選 
カタリーナ国際映画祭（アメリカ）　入選 
ジャパンインディーズ映画祭（日本）　入選

速水雄輔（はやみず ゆうすけ）監督・ワークショップ講師 
オーストラリアでハリウッド式の映画制作を学び帰国。映画「IN ANOTHER LIFE」
はIFFミラノ国際映画祭で最優秀監督賞を受賞。映画「MEETING ARIZONA」では篠
笛アーティストとのコラボレーションで地中海カンヌ映画祭で最優秀作品賞を受賞。
NHKのコラボ企画MOSHI MOSHI NIPPON PROJECTでは総監督として、ASOBI SYSTEM
（きゃりーぱみゅぱみゅ）をメインホストに総合演出を手がけた。近年は、世界のノーベ
ル賞に並ぶほど著名な稲森財団の “京都賞” の映像部門の総監督として参加し、プロモー
ション映像を各国で制作。

お問い合わせ先 
ジャパンワールド映画祭実行委員会　INORI　/　jwff.miwa@gmail.com　「件名：子役エキストラ応募」 

本文に応募される方のお名前・年齢（小学◯年生）・ご住所（市区町村まで）・保護者の電話番号・お写真を添付の上、お申し込みください。

※注意事項　時代背景が1970年代なので、茶髪などはNGになります。衣装は自前で白Tシャツなどシンプルな服装、またはレトロ感が漂う雰囲気が望ましいです。ご相談いたします。 
　　　　　　ボランティア参加となりますが、映画のエンドロールにお名前の掲載をさせていただきます。

同級生エキストラ役5人～募集中！！9月17日（日）所要時間約3時間（9:00-12:00） 　　
旧初原小学校（茨城県久慈郡大子町初原960）

mailto:jwff.miwa@gmail.com


あらすじ 
余命幾ばくかの90歳の母を施設から預かり、最後の時間を故郷の里山にある古民家で過ごそうと決意する息子の光一
（６５）。姉の反対を押し切り母を故郷に連れて帰る。 
実は光一の母は光一が小学生の頃、子供を捨てて好きな男と家を飛び出し姿をくらましたのだった… 
あの夏、光一の中で家族との時間は永遠に止まってしまった。失われた時間…母はなぜ自分を捨てて出て行ったの
か？ずっと心に引っかかっていた。母は今ではすっかり老衰し会話もできない。その母と里山で時間を過ごしながら
光一はあの夏のことを徐々に思い出し始める。母の失踪の後、登校拒否になった光一。そしてそれを気にかけてくれ
た怖いおじいちゃんと一緒に夏休み釣りをしたこと。釣りが唯一の光一の救いとなったのだが、釣りをしながら光一
は母との時間を思い出す。そして忘れていた母との絆を取り戻していくのだが、母が自分を捨てて飛び出して行った
のではないことに徐々に気がつき始める… 
 
完成作品は『ジャパンワールド映画祭・芸術祭2023』大スクリーンで特別上映！！ 
　9/30（土）・10/1（日）　両日とも11:00～18:00まで 
　美和地域センター別館（旧：美和工芸ふれあいセンター） 
　「じいちゃんと夏」両日16:30～

「じいちゃんと夏」

けんぽくフィルムズとは 
茨城県北（常陸大宮市を中心に、常陸太田市、大子町、高萩市、日立市、北茨城市）で、市民町民の方々と映画づくりを学びな
がら、市民とプロのキャストスタッフで映画を制作するプロジェクトです。映画を観るだけではなく、参加してカタチにしていく
過程からチームとして連動。映画の面白さや表現の素晴らしさ、奥深さを体感しながらコミュニケーションを築いていきます。 
地域発信型PR映画として、県北にアートを彩りながら〝映画のまち〟へ。アートの多様性が人々に異なる価値観、生き方、希
望、豊かさ、支えになっていくと共に、アーティストと共に作品づくりをすることによって個々のシビックプライドを高め、再
発見・新発見、そしてコミュニティが生まれるまちへ。アートを核にインクルーシブな社会をつくっていきたいと考えています。

完成作品は昨年同様、ジャパンワールド映画祭（茨城・長野・東京）で特別上映したのち、世界各国の
映画祭に出品。選ばれれば各映画祭ごとに上映の機会がございます。

〝旅する映画祭〟ジャパンワールド映画祭HPはこちら


